

































































1. Schmithausen (研究協力者・ Professo工HamburgUniversity ・仏教学)
(役割分担)Buddhism and Ecology 
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・「自然」を意味する語:sva-bhava， svayam-bhu， bhava (bhava)等
・「環境」に関わる語:vana，紅aJ).ya，parv抗a，giri， nadi， sagara等





〔第 1回通常研究会平成 12年 5月 11日〕“TheEarly Buddhist Tradition and Ecological 
Ethics" 
1. Preliminary Consideration 
〔第2回通常研究会平成 12年 5月25日〕
1. N ature in the Context of the Ultimate Evaluation of Existence 
〔第3回通常研究会平成 12年 6月8日〕
I1. Origination in Dependence and Ecological Ethics 
〔第4回通常研究会平成 12年7月 13日〕
1V. Eary Buddhist Spirituality and Ethics in Reration to Ecological Ethics 
〔第 5回通常研究会平成 12年 7月 21日〕
V. 1ntramundane Evaluation of Nature 
6 併教大学総合研究所紀要別冊 仏教と自然
〔第6回通常研究会平成 12年 9月 10日〕






Schmithausen "The Early Buddhist Tradition and Ecologica1 Ethics"を一応輪読し終えた
ので，同氏の“Plantsas Santient Beings in Earliest Buddhism"を輪読することとなっ
た。












〔第 5回研究会平成 12年 11月 10日〕
「前期総括と今後の研究J





〔第6回研究会平成 12年 12月 22日 発表:梶山雄一〕






























報告がなされている。通常研究会では LambertSchmithausen“Plants as Sentient 
Beings in Earliest Buddhism"を輪読している。



















〔第 3回研究会平成13年 6月1日 特別講演:Lama Doboon Tulku (チベット活仏)J











〔第4回研究会平成 13年7月 27日 発表:マーク・プラム〕

























林住を讃える立場 (AN11 34lf， AN343.23f)。林住を支持する立場 (SNIV 35-4f)を
中心に検討。さらに大乗仏典における両比丘について『法華経』を中心に多くの資料
にて考察。大乗経典が林住，村住の両者によって造られた可能性を示した。


























「仏教と自然」研究班の概要と活動報告 田中典彦 1 



























































「仏教と自然」研究班の概要と活動報告 田中典彦 13 
SN. IV. P. 39において，何が世界であり，世界の名義は何なのかが問われている。
そこで答えられているのは，根・境・識によって捉えられているものが世界なのであ
るとされている。また， SN. IV. P. 52においては破壊するが故に世界と言われてい
る。 SN.IV. P. 39は有情 (sattva) と有'情の名義についても全く同内容でもって説いて
いる。つまり初期仏教においては，世界と全ての存在は人間の識との関わりにおいて
のみ捉えているのである。
〔第2回研究会平成 14年11月22日発表:Lambert SchmithausenJ 
iMan and Wor1d: On the Myth of Origin of the AggannasuttaJ 
初期の仏教経典の中で、世界つまり器としての世界 (bhajana-loka) 生物の世界
(sattva-loka) について説くものの中で最も興味深い経典はAgg組員asuttaに含まれてい
る世界の起源に関する神話である， として取り上げられた。まず，その経の内容が紹
介され，次いでそこに見られる種々の問題について検討された。何故この神話が
Aggannasutta に含まれたものとなっているか，本当にそれが世界と人間社会の起源と
展開に対する仏教の考えを述べているものなのかについて考察を加え，さらにこの経
典の示すところが初期の仏教の世界に対する態度，仏教の自然や文化に対する価値づ
けに関して何を語っているか等の問題について詳細に考察された。そこでは植物・動
物を含めたいわゆる自然に対する仏教の態度がいかなるものであったかが，種々の観
点から多くの資料に基づいて検討された。その結果，現代われわれが直面している自
然保護や自然の多様性といった目的にはこの経の起源に関する神話はそれほど有益で
ないようであるとする。
